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一

序

論

鵠

の

「
笛

人
馨

お
よ
び
外
資
葵

に
開
す

る
漉
御

」

は
、

冗

六
六
隻

月
三

日

に
公
布

さ
れ
て
以
来

今
ま

で
全

・
回

の
法

改
正

が
あ
り
・
葎

施
行
令
も

二
六
回
改
正
さ
れ

た
.

充

九

七
年

二
月

百

か
ら
施

行
さ
れ

た
改

疾

律

の
企
体
的

な
改

正
高

は
、

経
済

の
国
際
化
・
世
花

の
趨
勢

に
対
応
す

る
た
め
、
笛

人
馨

制
度

を
国
際
規
範

と
調
和

さ
せ
、
対
韓
外
国
人
馨

を
も

.
と
積
極

的

に
誘

致
す

る
よ
　
製

的
基
撃

稀

す

る
た
め

の
も

の
で
あ

る
.
昨
集

の
・
E
C
D
火

ム
品

人
と
と
も
に
、
八
。
年
代

以
後

よ

り
強
化
さ
れ
始
め
た

笹

界
化
"

の
趨
勢

に
合
わ

せ
て
、
本
法
律

の
改

正
高

も
畠

化
お
よ
び
外
国

人
投
資
誘
引
策

の
拡
大
を
目
指
す

も

の
で
あ

っ
た
・
本
論

文
は
、
外
国

人
投
資
制
度

の
畠

化
拡
大
を
、
八
〇
年
代

以
後
韓
国
経
済

の
構
造
変
化

と

い
、つ
内
的
要
因

と
、
国

際
社
会

で
の
韓
国

の
位
相
強
化

と

い
う
外
的
要

因

の
中

で
引

き
出
し
、
本
改
正
法
律

の
内
容

と
そ

の
特
徴
を
検

討
す

る

こ
と
を
目
的

と
す

る

　こ

の
よ
う

な

作

業

の

た

め
・

ま
ず

本

改

正
法

律

で
扱

っ
て

い
る
外

国

人

投
資

の
定

義

か

b
み

る

こ
と

に
し
よ

、つ
.

本

法

で
は
、

外

国

人

投
資
を

〃
大
箆

国
法
人
ま
た
は
大
養

国
国
民
が
営
む
企
業
の
鱗

蕩

に
参
与
す
る
な
ど
、
当
該
法
人
ま
た
は
企
業
と
経
済
関
係
を

樹

立
す

る
目
的

で
当
該
法
人
や
企
業

の
株
式
ま

た
は
持
分
を
所
有
す

る

こ
と
〃
、
ま
た
は
、

"
外
国
人
投
資
企
業

の
海
外

母
企
業

お
よ

び
当

該
母
企
業
と
資
奮

資
関
係

が
あ
る
企
業

が
当
該
外
国

人
投
資
企
業

の
鷲

呂
に
実
質
的
な
影
響
力
を
行
使
す

る
目
的

で
貸
付
す

る
葦

以

上

の
催
紀

"
を
意
味
す

る
・

こ
の
よ
う
な
定
義

は
、
外
国

八

の
直
接
馨

お
よ

び
間
縫

資
、
そ
し
て
長
期
借
款
を
全

て
包

括
す

る
も

の
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で
、
妻

上
外
資
受

の
全
般
を
対
象

と
し

て

い
る
.
特

に
、
葦

以
上

の
長
期
借
禁

外
国

人
馨

と
し

て
定
義

さ
れ

た
の
は
・
外
国

人
投
資
企
業

の
資
金
調
達

を
は
る
か
に
改
善
さ

せ
た
画
期
的
な
措

置
と
評
価

さ
れ

て

い
る
、
改
正
葎

の
繁

を

み
れ
ば
・
全
八
章

薦

成
さ
れ

て
お
り
、
外
国

人
投
資
、
借
款
契
約

、
技
術
導
入
契
約
、
公
蕎

款

協
約
、
支

給
保
障
な

ど
を
扱

っ
て

い
る
・
本
論
文

は
・
ま
ず

次

の
節

で
外
資
導

入
に
対
す

る
理
論
的
視
角
を
扱
・つ
.

こ
の
節

で
は
、
外
資

に
関
す

る
視
角

の
変

化
を
概
観
し
・

こ
れ
を
誉

て
外
国
人

投
資
を
誘
引
し
よ
、つ
と
す

る
政
策

の
理
論
的

藻

を
提
供
す

る
.
三
節

で
は
、
同
法

の
整

原
因
を
、
八
・
年
代
以
後
韓
国
経
済

の
構
造

変
化

と
笛

経
済

の
国
際
的

窒

肱
地
、

そ
し

て
最
近
韓
国

経
済

の
高
費

用
構
造

に
よ

り

}
層

切
実

に
な

っ
た
先
進
技
術
能

力

の
拡
充

と

い

、つ
面

か
ら
抽

出
す

る
.
第

要

因

は
、
国
家

と
民
間
資
高

の
力
学
関
係

の
変
化

に
よ
る
馨

計

画
お
よ

び
資
本
調
達

の
主
体

の
変
化

に

焦

占
{を
当

て
、
第

二
要
因

は
、
・
E
C
D
加
入

と
関
連
す
る
対
外
的
制
約

に
焦
点
を
解

.
四
節

で
は
、
改

正
法
律

の
内
容
を
大
き
く
七

つ
に
分
け

て
説

明
す

る
。
五
節

で
は
、
改

正
法
律

の
内
容
を
基
礎

と
し

て
そ

の
特
徴

を

み
る
・

二

外
資
導
入
に
対
す
る
理
論
的
視
角

資
本
道
浮
入

に
対
す
る
理
論
的
視
角

は
、

"
外
資
導
入
が
桑

契

国

に
ど

の
よ
う
な
影

響
を
与

え
る

の
か
"

と

い
う

問

い
に
答
え

る
方

式

と

し

て
発
展

し

た
。

こ

こ
に

は
大

き

く

二

つ

の
視
角

が
存

在

す

る
・

そ
の
第

は
従
属
理
論
で
あ
り
、
外
国
案

の
禺

流
入
が
国
内
の
剰
余
価
値
を
海
外

へ
と
流
出
さ
せ
る
と
い
茎

張
で
あ
る
・
従
属

理
黎

た
ち
は
低
開
発
国

の
従
属
的
発
鍵

関
す
る
理
論
的
解
明
を
試
み
な
が
ら
先
準

後
醤

問
農
工
分
業
の
た
め
奪

価
交
換
が
発

生
し
禺

の
剰
余
が
流
出
す
る
と
主
張
し
た
.
舌
口
い
換
え
れ
ば
、
海
外
の
資
本
は
禺

の
安
い
労
働
力
、
資
源
を
利
用
し
て
製
品
を
謹

し
、

こ
れ
を
再
び
資
本
輸
出
国

に
輸
出
す
る
.

だ
が
、
後
進
国

の

茨

産

品

の
価
格

は
持
続
的

に
低

下
す
る
傾
向

を
み
せ
る
が
・
先
進
国

の
製
造

.叩
の
価
格

は
安
定

的

に
維
持

さ
れ
る
た
め
、
先
進

・
蓬

国

間
不
等
価

交
換

が
発
生
し
て
禺

の
剰
余

か
外
国

へ
流
出
す

る
と
主
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張

す

る

の

で
あ

る

。

従
羅

論

は
・
国
家
的
自
妾

強
調
し

た
た
め
、

充

七

・
年
代
ま

で
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
、

実
際

に
も
第
三
世
界
は
笛

資
本

に
対
し

て
規
制

一
辺
倒

の
政
策
を
実
施

し
た
.
し

か
し
、
従
属

理
論

は
、
当
時

の

い
ら

か
の
制

限
的
状
況
下

に

の
み
可
能

で
あ

っ
て
、

最
近

で
は
現
実
説
明
力

が
減
退
し
た
.

ω
従
属
理
論

は
、
先
後
進
禺

の
壁

分
業
と

い
・つ
産
業
分
業
構
造

の
確

立
を
前
提

と
す
る

が
、

最
近

で
は

;

の
産
業
内

で
工
程
別

に
国
際
分
藩

造

が
行

わ
れ
て

い
る
.
勿
論
、

工
程
段
階

に
分
化

さ
れ
た
国
際
分
叢

造
下

で
後
進

国

は
・
労
働
集

約
的

な
工
程
を
担
当

し
て

い
る
が
、
従
錘

論

の
主

張

の
よ
う

に
産
業
間
不
等
価
交
換

が
成

立
す

る
と
み
る
の
は
大
変
難

し

い
・
②
後
進
国
間

で
国
家
発
展

の
分
化

が
発
生
し

た
.
特

に
、
東

ア
ジ
ア
と
ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ
カ

の
い
ろ

か

の
国
家

は
、
八
。
年
代

以
後
持
続
的
な
経

済
発
展
を
経
験
す

る
よ
う

に
な

っ
た
.

こ
の
よ
う
な
後
進
国

の
経
済
発
展
叢

は
、
従
属
理
論
内

で
は
説

明
が
不
罷

で
あ

る
・
㈹
従
属

理
論

の
政
策
袋

は
資
本
流

入
窺

制

で
あ

る
が
、

世
羅

済

の
汎
世
界
化
傾
向

の
中

で
こ
の
よ
、つ
な
政
策
袋

は
閉

鎖
経
済
を
想
定
す

る
も

の
で
あ

る
.

現
在

の
国
際

間
相
互
依
存

の
状
況
下

で
は
閉
鎖
経
済

は
第

四
貰

へ
肇

す

る

こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う

な
発
展
経
路

は
可
能

で
は
な

い
。

こ
の
よ
う
な
従
属
理
論

の
現
実
説

明
力

の
減
退
と
共

に
、
入
○
年
代
以
後
世
界
経
済

の
状
況

は
外

資

に
対
す

る
視
角
を
転
換
さ
せ
た
.

こ
れ
は
・
八
。
年
代

以
後
東

ア
ジ
ア
≒

ア
で

ア
メ
リ
カ
国
家

の
経
済
発
展

に
対
す
る
分
析

か
・ら
始

め
ら
れ

た
。
新
興

工
業
国

の
経
済

発
展

に
対
す
る
分
析

で
は
・
従
属

理
論

の
予
見

と
は
違

い
こ
の
よ
う

な
国
家

の
経
纂

展

に
外
資

の
影
響

が
き

わ
め
て
大

き

い
も

の
で
あ

っ
た
と

い
う
結

論

が
當

え

嬉

従

っ
て
ご

」
の
よ
う

な
分
析
結
果

は
外

馨

入
を

"
剰
余

流
出

の
機
竺

日
.
。
げ
餌
口
ぎ

)
〃

で
は
な

く
・

〃
成

長

の

エ
ン

ジ

ン
"

(婁

①
ω
.
h
ぴq
「.
藁

)

と
し

三

る
よ
う

に
な

り
、

開

発

途

歯

は
穰

的

な
外

資

誘

致

政

策

を

実

施

す

る

よ
う

に
な

っ
た
　

外
資

が

〃
成

長

の

エ
ン
ジ

ン
"

と
し

て
経
済

に
プ

ラ

ス
の
機
能
を
附
加
す
る
側
面
を

み
れ
ば
、
ω
外
資
導
入
は
国
内

の
不
足
な
資
本

を
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補
充
す

る
.
実
際

に
国
際
的
な
馨

は
固
定
資
本

の
形
成

に
大
き
な
助
け

に
な

る
が
、
世
界
全
体

で
欝

定
資
本
形
成

に
対
す
る
国
際
投

資

の
比
率

は
、
九

二
年

に
三

.
二
%
、

九
四
年

に
三

・
九
%

と
増
加

の
勢

い
を

み
せ
て
い
る
・
勿
論
・
外
舞

入

に
よ
り
利
子
お
よ

び

。

「

ヤ

ル
テ
r

な

ど
国
内

の
剰
余

が
外
国

へ
と
流
出
す

る
が
、
禺

資
本

が
経
済

発
展

に
お

い
て
そ

の
毒

的
役
割
を
果

た
す
な
ら
・

こ

れ
は
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
鵠

の
場
合
が
そ
の
袋

的
事
例
で
難

②
外
資
導
入
は
技
術
・
経
営
知
識
の
移
転
お
垂

婿

創

出
な
ど
を
招
来
す

る
.

こ
の
よ
、つ
な
外
資

の
で

フ
ス
機
能

的
葉

は
、
八

〇
年
代
後
半

か
畠

際
競
争

力
強
化

と

い
う
国
家
曽

標
下

で
よ

り
強
調
さ
れ

て
、

こ
れ

に
よ
り
外

資
を

肩

積
極
的

に
誘
致

せ
し
め

る
各

霧

裂

と
自
由
化
措

票

実
施
さ
れ
る

に
到

っ
た
・

三

外
国
人
投
資
法
改
正
の
背
景

韓
国

経
済
は
、

八
・
年
代

を
過
ぎ

る
と
多
あ

変
化
を

み
せ
た
.
そ

の
変
化

は
、
韓
国
経
済

の
麓

に
よ

る
内
的
構
造

の
変
化
と

い
、つ

側
面

と
世
界
資
奎

義

と
韓
国

資
本
義

と

の
対
応

と

い
　
側

面
を
含

む
.
本
節

で
は
、

こ
の
二

つ
の
側
面
を
4-
心

に
外
馨

入
に
関
連

さ
れ

た
法
律
改

正

の
対
内
外
的

な
北・
景
を

み
る
こ
と
と
す

る
.
ま

た
、
現
在
韓
国

経
済

の
当
面

の
課
題

で
あ

る
先

幾

術
能
力

の
拡
充
と

い
う
側

面
に
お

い
て
も
外
国
人
投
資
法
改
正

の
必
要
性

を
見

い
だ
す

こ
と
が
で
き

る
。

D

国
家
の
投
資
計
画
お
よ
び
資
金
調
達
の
機
能
低
下

八
〇
年
代
韓
国
資
本
義

は
顕
著
な
構
造
の
変
化
を
叢

し
た
.
経
済
の
構
造
変
化
は
多
様
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
・
本
論
文
の

主
題
で
あ
る
外
資
導
入
と
の
関
連
で
は
、
馨

計
画
と
資
金
調
達
主
体
の
変
化
と
い
う
側
面
が
墨

で
あ
る
」

般
的
に
馨

計
画
と
資

金
調
達
、王
体

の
変

化

は
、

そ

の
裏

面

に
経
済
運

用
方
式

の
全
体
的
な
変
化
を
反
映
し

て

い
る
。

過
去
、
六

〇
年
代
経
済
開
発
砧

期

か
・b
七
〇
年
代

ま

で
は
、
韓
国

資
本
義

発
展

の
特
徴

は
国
家

の
広
範
な
経
済
介

入
だ
と

い
う

こ
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と
が
で
き
る
・
欝

の
経
済
開

発
は
・
馨

計
画

と
纂

調
達
方
式
、

そ
し

て
計

画

に
参
与
す

る
民
間
企
業

の
販
路
お
よ
び
利
潤

の
毒

ま
で
を
含

ん
で

い
た
・
言
わ
ば
・
経
済
運

用
計
画

を
国
家

が
全

て
計
画
、
実
行
し

た

の
で
あ

る
.

こ
の
よ
、つ
な
国
家
、毒

の
経
難

用
方

式

は
・
国
家

に
よ
る
資
金
調
達

お
よ

び
執
行

に
よ
り
繕

開
発
計
画

の
実
効
性

を
保

っ
た
が
、
特

に
、
金
融
機
関

の
直
接
統
制
と
国
家
保

護

に
よ

る
外
資
調
達

が
そ

の
基
李

段

で
あ

っ
た
.
実
際

に
、
当
時
韓
国
経
済

に
お

い
て
民
間

企
業
申

ら
海
外

で
資
金

を
調
達
す

る
方
式

は

民
間

企

業

自

体

の
信

用

度

面

で
も
不

可
能

で
あ

り

、

も

っ
と

も
関

連

制

度

も

こ
れ

を

許

さ

な

か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
簸

男

式

に
お

い
て
変
化

の
必
要
性
を
も

た
ら
し
た

の
は
、
金

麗

関

の
直
接
統
制

に
よ
る
資
金
調
達

の
限
界
と
外

資

調

達

に

お
け

る
国

家

保

護

の
不

必

要

性

で
あ

っ
た
.

経

済

発

展

に

つ
れ
、

特

に
、

三

安

好

況

〔ド

ル
安

(ウ

ォ

、、
高
)
、
金
利

安
、
ガ

ソ

リ
ン
安
〕
で
鵠

経
済
が
諜

的
な
発
展
を
猛

す
る
に
つ
れ
投
窺

禁

増
大
し
、
こ
れ
に
よ
り
政
府
が
馨

墓

を
傷

に
調
達
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
・
三
安
好
況
期
の
国
際
収
支
墨

と
民
間
企
業
の
対
外
信
用
度
の
増
加
に
よ
り
外
資
借
入
の
国
覆

護

轟

銀
保

と
国
家
管
理

が
不
必
要
な

だ
け

で
な
く
、
非
効

率
的

に
な

っ
た
。

経
済
開
発
期

に
は
・
外
資

の
調
達
可
否

が
馨

の
実
行

に
決
定

的

に
重
要
と
な
り
、
外
資

の
配
分
権

は
既

に
投
資
計
画

お
よ

び
実

行

に

対
す

る
国
家

の
介
入
を
正
当
化
す

る
よ
う

に
な

っ
た
.

し
か
し
、
二
安
好
況
期
以
後
黒
字
財
源
を
利
用
し
た
投
資
計
画
は
、

民
間
企
業
、

特

に
大
企
叢

団

に
よ
り
毒

的

に
樹
立
、
執
行
さ
れ
る
と

い
う

現
象

が
明
ら
か

に
見

ら
れ
る
よ
、つ
に
な

っ
た
.

そ

の
た
め
も
、つ
こ
れ
以

上
資
金
調
達

お
よ

び
投
資
計
画

の
側
面

で
国
家

の
介

入
が
望
ま
れ
富

な

っ
た
.
即
ち
、

投
資
計
画

お
よ

び
資
金

調
達

の
、王
体

と
し

て

の

国
家

の
機
能

が
低
下

し
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
国

家

の
機
能
低

下

に
よ
り
、
国
家

は
経
済
運
男

式

を
全
面
的

に
整
え
る
必
要

を
感
じ

た
.

日
増

に
強
化

さ
れ
る
開
放
化

圧
力

に
対

応
し
て
・

こ
れ
ま

で
国
家

が
保

護
し

て
き
た
部
門
ら

の
箸

を
改
善
し
、
競
争

力
を
強
化
さ
せ
る
必
要
性

が
提
起

さ
れ
た

の
で

あ

る
・

従

っ
て
・
国
家

は
行

政
規
制

の
緩
和

と
畠

化

の
促
進

と

い
う

二
大
政
讐

標
を
設
定
し

た
.
今
回
改
正
さ
れ
た

「
外
国

人
馨



⑳

お
よ

び
外

簿

入
に
関
す

る
葎

L
も

こ
の
よ
、つ
な
枠
組

の
中

で
推
進
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
.
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の

韓
国
経
済
の
国
際
的
位
相
強
化

"
O
E
C
D
加
入
と
関
連
し
て

韓
国

は
、
九
六
年

δ

月
、
O
E
C
D
に
正
会
員
国
と
し

て
加
入
し
た
.

O
E
C
D
加
入

に
対
す
る
賛
否

は
と
も

か
《

こ
れ
は
韓
園

経
済

の
国

際
的
位

相
が
強
化

さ
れ
た

こ
と
の
表
象

で
あ
る
.
政

府

は
八
〇
年
代
初
期
か
ら
O
E
C
D
側

と
初
期
接
触
を
行
な

っ
た
が
・
本

ヘ
フ
こ

格
的

な
加

入
を
準
備
し
始

め
た
の
は
九

〇
年
代
初

め

で
あ

る
。

O

E

C

D
加

入

に
お

い

て
、

そ

の
政

治

的
、
外
交

的

側

面
を

別

に
す

れ

ば
、
実

際

的

加

入

基

準

は
拘

束

力

を

も

つ
二

つ
の
規

約

(6
。
飢
Φ
)
、

即

ち

、

"
資

本

移

動

畠

化

規
約

6
§

・
;

羅

ぎ

き

師
・
邑

勲
器

豪

・
善

豊

"

と

、

"
経
常

貿

易
外

取

引

の
畠

化

規

約

8
。
創
Φ
。
胤
ぎ

Φ
『
・-
=
N
鶉
甑
。
口
8

。
§

邑

コ
く
豊

ξ

Φ
邑

量

"

の
導

諾

否

だ
と

い
う

》
芝

が

で
き

る
・

こ
の
二

つ
の
畠

化

規
約

の
中

で
、覆

ま
で
争

占
…
に
な

っ
た

の
は
、
外

国

人

に
よ

る
国
内

企

業

の
引
受

お
よ

び
合
併

(M
&
A
)
許

容
増

大
・
債
券
市

場
開

放
、
貿

易
信

用
取
引

お
よ

び
長
期
現
金
借
款

の
自
由
化
問
題
な
ど

で
あ

っ
た
。

そ

の
他

に
も
、
国
内
証
券
市

場

の
開
放
拡
大
・
外
国

人
直

縫

資
規
制
業
種
縮
小
、
外
国
金
麗

関

の
国
内

設
立
お
よ
び
営
業
規
製

和
、
直
接
投
資
的
性
格

の
長
期
借
款
・
非
居
住
者

に
よ
る
国

内
不
動
叢

得
な

ど
が
争

占
{
と
し

唖

起
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら

に

つ
い
て
は
調
整
が
な
さ
れ
、
加

入
以
後
最
近
相
次

い
で
発
誉

れ
る
金

融
制
度
改
革
措
置

に
反
映
さ
れ

て
い
る
。

韓
国

政
府
は
、

二
大
畠

化
規
約

に
対
し

て
受

諾
と
留
保

項
〔
な

ど
を
提
出
し

た

芳

、

こ
れ

に
対

し
て
資
本
移
動
お
よ
び
経
常
貿
易

外
取
引
委
員
会

(亨

M
T
)
で
の
調
整
が
行

わ
れ
た
.
結
果
的

に
、
韓
国

の
最
終
案

が
多

反

映
さ
れ

た
が
、
留
保

案

に

つ
い
て

=
疋

期
間

に
再
調
整
を
す

る

の
が
・
E
C
D

の
協
商
方
式

で
あ
る
た
め
、

畠

化

の
幅

は
総
体
的

に
拡
大
さ
れ
る
と
感

さ
鵜
ゲ

特
に
・
韓

国
側

の
立
場
が
多

貫
徹

さ
れ
た

の
は
資
本

移
動
自
由
化
規
約

の
中

で
資
本
流
入

に
関
連
し

た
部
分

で
あ

る
・

こ
れ

は
・
前

述
し
た
よ
う
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に
韓
国
政
府

が
外

資
導

入

の
主
体

と
し

て
経
済

に
介

入
し
た
た

め
に
そ

の
自
由
化

の
程
度

が
大
変
低

か

っ
た
こ
と
に
起
因
す

る
、

金
融
部
門

に
局
限
す

れ
ば
、
O
E
C
D
加
入
は
全
世
界
的
な
金
融

制
度

の
統
A
。
化

過
程

に
韓
国

の
公
的
金
融

を
焚

.
さ
せ
た
も

の
で
あ

る
・

資
金
調
達

お
よ
び
そ

の
配
分
権
を
政
府

か
ら
投
資
計
画

の
L
体

で
あ

る
民
間
経
済

に
移
譲
す

る

こ
と
に
よ
り
、
投
資
計
画

の
実
行

に

必
要
な
資
金
調
達

の
効

率
性
を
上
げ
よ
う

と
す

る
内
部
的
意

図
と
O
E
C
D
加
入

に
よ

り
金
融
制
度

を
国
際

規
範

に
相
応
す

る
よ
う

に
さ

せ
る

べ
き

だ
・
と

い
う
外

的
強
制

が
結
合

し

た
も

の
で
あ

る
.
従

っ
て
、
政
府

は
、
金

融
制

度
を
国
際

規

範

に
八
.
わ

せ
る
よ

つ
、
ま

た

は
・
開
放
化

の
下

で
も
国
内
金
融
機

開
が
競
争

力
を
備

え
る
よ
う
金
融
制
度

の
変

化
を
図
・b
な
け

れ
ば
な
、b
な

か

っ
た
.

こ
の
よ
、つ
な
過

程

の
中

で
・
金

利

自

律

化
、

金

融

開

放

化

な

ど

の

日
程

が

具
体

化

さ

れ
、

そ

の

療

と
し

て
外

資
導

入
法

も

改

正

ざ
、
れ

た

の
で
あ

る
、

鋤

先
進
技
術
力
の
拡
充

最
近
・
韓
国
経
済

は
長
期
不
況

か
ら
脱
す

る
こ
と
が

で
き
穿

な

っ
て

い
る
。
葦

を
周
期
と
す

る
韓
国
経
済

の
小
循
環
周
期
を
基
準

と
す

れ

ば
・

現

在

は

不

況

か

ら
脱

出

し

て

い
る

は
ず

だ

っ
た

が

、
昨

年

の
半

導

体

価

格

暴

落

に
よ

り
不

況

は
長

び

い
た
。

し

か

し
、

最

近

で
は
半
導
体
価
格

の
回
復

と
と
も

に
景
気
先
行
線

は
回
復
を
慎
薯

が
ら
予
止
.
す

る
よ
、蜴

も
あ

る
,

今
回

の
景
気
循
環

で
最
大

の
課
題
と
し

て
台
頭
し
た

の
は
韓
国
経
済

の
高

費
用
構
造

で
あ
る
.
高
賃
金
、
高
金
利
、
高
地
価
、
高
物

流

費
用
な

ど
の
高
費

用
構

造
に
よ

り
世
界
市
場

に
お

い
て
の
価
格

競
争
力
側
面

で
劣
勢

に
置

か
れ
る
と

い
・つ
、王
張
な

の
で
あ

る
.

こ
の
よ
、つ

な
高
費
用
経
済
構
造

は
・
国
内
企
業

の
経
営
活
動

の
障
碍
要
因

に
な
る

の
み
で
亨

、
外
国
人
投
資

に
対
し
て
も
否
定
的
な
影
響
を
及

ぼ

す
・
実
際

に
・
外
国

人
投
資
家

た
ち
が
韓
国

に
投
資
す

る

の
を

た
め
ら
う
理
由

と
し

て
各

種

の
許
認
可
手
続

の
複
雑
性
と
と
も

に
高
費
用

構
造

に
よ
る
企
養

境

の
悪
化

が
指
摘

さ
れ

る
.
従

ぞ

、
外
国

人
投
資
流
入
率

が
九
〇
年
代

に
入

っ
て
減
少

の
趨
勢
を

み
せ
て
お
り
、

相
対
的

に
高
費
用
構
造

に
よ
り
影
響
を
受
け
な

い
サ
ー

ビ
ス
業

に
外
国

人
投
資

が
集
中

し
て

い
る
。
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〈表 〉 外 国 人 投 資 の 業 種 別 現 況(単 位:百 万 ドル
、%)

1989 1990 1991 1992 1993 ユ994 1995

製造'業 729

(66.9}

5S3

(72.6)

1,069

(75,fi)

648

(72.4)

527

(50.5)

402

×30.5)

SS4

(45,5)

サ ー ビ ス業 359

032.9)

219

(27,3}

326

(23.4)

244

(27.3)

517

(49.5)

915

(fi9.5)

1,057

(54.5)

注=括 弧 内はパー セ ンテー ジであ る。

資料 財政経済院 『外 国人投 資動 向』 各号、,

外
国

人
投
資
流
入
率

が
さ
ほ
ど
増
加

せ
ず
、
流

入
し

た
投
資
も
サ
ー

ビ
ス
業

に
集
中

し
て

い
る
事

実

は
韓
国
経
済

に
対
す

る

い
く

つ
か

の
深
刻
な
憂
慮
を
生

み
出
す
。
第

一
に
、
技
術
開
発

に
対
す

る

憂
慮

で
あ
る
。
韓
国

の
技
術
開
発
投
資
は
、
増
加

の
勢
を

み
せ
て
は

い
る
が
、
他

の
先
進
国

に
比

べ

れ
ば
微
か
な

の
が
実
情

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
状
況

で
、
国
内
技
術
水
準
を
L
げ

る
方
法

は
海
外

の

先
進
技
術
を
受
け
入
れ
る

こ
と

で
あ

る
。
技
術
導

入
方
式

に
は

い
ろ

い
ろ
な
も

の
が
あ
る
が
、
最
も

簡
単
な
方
式
は
先
進
技
術

を
伴

っ
た
外
国
人
投
資
を
流
入
さ

せ
る
も

の
で
あ

る
。
外
国

人
投
資

は
、

単

に
資
金

の
流
入

の
み
で
な
く
先
進
技
術
を
伴

っ
て

い
る
た
め
、
韓
国
企
業

に
そ

の
模
倣

お
よ

び
習

得

の
機
会
を
提
供
す

る
。
模
倣
お
よ
び
習
得

を
通
じ
た
技
術
移
転

は
、
新

し

い
技
術
開
発

の
土
壌
を

形
成
す

る
た
め
、
先

進
技
術
を
伴

っ
た
外
国

人
投
資
を
積
極

的

に
誘
致
す

べ
き

で
あ
る
。
次

の
節

に

お

い
て
詳
述
す

る
が
、
今
回

の
外
国
人
投
資
改

正
法

に
は
、
先

進
技
術
を
伴

っ
て

い
る
外
国
人
投
資

に
対
し

て
破
格

の
誘
引
策
を
提
供
し

て

い
る
。

第

二
に
、
産
業
空
洞
化

に
対
す

る
憂
慮

で
あ
る
、
高
費
用
経
済
構
造

は
、
国
内
企
業

の
海
外

投
資

を
触
発
し

た
。
国
内
企
業

の
海
外
投
資

が
急
増
す

る

の
に
と
も
な

っ
て
外
国

人
投
資

の
流
入
も
あ

ま

り
増
加
し
な

い
こ
と

に
な

る
と
、
産
業
空
洞
化

が
生
ず

る
可
能
性

が
高

い
。

こ
れ

に
加
え

て
、
国
内

企
業

の
海
外
投
資

が
主

に
製
造
業

に
集
中
し

て
お
り
、
他

方
外
国

人
投
資

は
サ
ー

ビ
ス
業

に
集
中
し

て

い
る
た
め
、

こ
の
よ
う

な
憂
慮

は

一
層

深
刻

で
あ

る
。
従

っ
て
、
製
造
業
部
門

で

の
外
国
人
投
資

を
積
極
的

に
誘
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
必
要
性

が
生
じ

た
。

現
実

に
こ
の
よ
う
な

理
由

に
よ
り
、
外
国
人
投
資

に
対
し

て
国

内
企
業

が
逆
差
別
を
感

じ
る
程
度
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に
ま

で
積
極
的

な
誘

引
策

が
本
改

正
法

で
提

示
さ
れ

た
。
特

に
、
高
度

技
術

を
伴

っ
た
製
造
業

部
門

に
対
す

る
外
国

人
投
資

に

つ
い
て

は
、
支
援
策

は
破
格

の
も

の
だ
と

い
う

こ
と

が
で
き
る
。

そ

の
内
容

に

つ
い
て
は
次

の
節

で
み
る

こ
と

に
す

る
。

四

外

国

人
投

資

法

改

正

の
内
容

こ
の
よ
う
な
対
内
外
的
要

因

の
下

で
政
府

は
、
九
六
年
下
半
期

に
外
資
導
入
法
を
改
正
す

る

こ
と
と
し
、

こ
れ

に
対
す

る
改

正
案
を
整

え
て

一
瓦
九
七
年

一
月

一
三

H
に
公
布
し
、

二
月

一
日
か
ら
施
行
し

た
。

こ
こ
で
は
改
正
以
前

と
以
後

を
比
較
し
な
が
ら
そ

の
内
容
を

み

て
お
き
た

い
。
法
改

正
案

は
大
き
く
以
下

の
よ
う

な
五

つ
の
内
容

に
大
別
す

る

こ
と
が
で
き
る
。

D

法
名
称
の
変
更

法
名
称
を

{
外
資
導
人
法
L
か
ら

「
外
国
人
投
資

お
よ
び
外
資
導

入

に
関

す
る
葎

」

と
変
更

し
た
.

蛎

よ
、つ
な
名
称

の
変

更
は
、

外
国

人
投
資

を
よ
り
積
極
的

に
誘
致

・
保
護

し
よ
う

と
す

る
政
策
意
志
を
明
確
化
し

た
も

の
で
あ

る
と

い
え

る
,

の

外
国

人
投
資

の
原
則
的
自

由
化

ω
今
回

の
改
正

で
新

設
さ
れ
た
同
法
第

六
条

の
二

で
は
、
"
外
国

人

が
国
内

に
お

い
て
外
国

人
投
資
業
務
を
行

な
う

に
あ

た
り
、

こ
の

法

お
よ
び
そ

の
法
令

で
制
限
す

る
場
合

の
外

に
は
制
限
を
受
け
な

い
"

と
し

て
、
外
国

人
投
資
を
原
則
的

に
自
由
化
す

る
こ
と
を
ん日三
肖
し

た
。②

今
回

の
改

正
で
は
、
ま

た
、
外
国
人
投
資
を
制
限
す

る
根
拠
を
縮
小
し

た
。
即
ち
、
過
去

の
法
体
系

で
は

「
外
資
導
入
法
」
上

の
外

幽

資
導
入
禁
止
基
準
と
は
別
に
外
国
人
投
資
に
お
け
る
制
限
妻

が
匙

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
笛

人
投
資
を
原
則
的
に
自
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由
化
す

る
た
め
に
O
E

C
D

の
二
大
規
約

な
ど
国
際
規
範
上

一
般
的

に
認
め
ら
れ
る
制

限
根
拠
を
除
外
し
、
そ

の
他

の
制
限
根
拠
は
廃
止

(
13

)

し
た
。
従
来

の
外
資
導

入
禁
止
基
準

と
外
国

人
投
資
制
限
事
業
根
拠
条
項

を
外
資
導

入

の
制
限
基
準

に

一
元
化
し
、
従
来

の

「
外
資
導

入

法
」

の
第
九
条

お
よ
び
施
行
令
第

一
〇
条

は
改
正
法
第

ご
、条
と
O
E
C
D

の
資
本
移
動
自
由
化
規
約

の
規
範

に
代
替
さ
れ

た
。

㈹
新
株

取
得

方
式

の
投
資

に
対
し

て
は
、
認
可
制

を
申
告
制

に
転
換
し

た
。
過
去

「
外
資
導

入
法
」

の
禁
止
基
準

の
下

で
大
統
領
令

が

(
14

"

定

め

る
こ
と
に
従

い
部
分
的

に
開
放

が
許
容
さ
れ
た
業

種
、
そ

の
他
国
内
塵
業
政
策
上
、
切
実

な
必
要

が
あ

る
場
合

に

つ
い
て
は
財
政
経

へ
15

}

済

院
長
官

の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
今

回

の
改
正

で
申
告
制

に
転
換
さ
れ
た
。

の

外

国
人
投
資
概
念

の
拡
大

従
来
、
「
外
資
導

入
法
」
第
二
条

に
お

い
て
は
、
外
国

人
投
資

を

"
大
韓

民
国
法

人
ま

た
は
大
韓

民
国

国
民

が
経
営
す

る
企
業

の
株
式

を
引
受
け
る
か
、
持
分
を
所
有
す

る

こ
と
"

と
定
義

し

て
い
た
。
従

っ
て
、
従
来

の
法
律

の
下

で
は
、
外
国
投
資
家

が
外
国
人
投
資
企
業

を
新

設
す

る
か
、
既
存
国
内
企
業

の
増
資
時

に
発
行
さ
れ
る
新
株
を
取
得
す

る
場
合

の
み
を
外
国

人
投
資

と
定
義

し

て

い
た
。

し
か
し
、

Aフ
回

の
改

正
法

で
は
外
国
人
投
資
家

が

"
持
続
的

な
経
済
関
係
を
確
立
す

る
目
的

で
国
内
法

人
お
よ
び
企
業

の
株
式

ま
た
は
持
分
を
所
有

す

る

こ
と
"

と
規
定
し
、
"
外
国

人
投
資
企
業

が
経
営

に
実
質
的
な
影
響
力

を
行
使
す

る
目
的

で
貸
付
す

る
五
年
以
上

の
借
款
"
も
含
め

る
よ
う

に
な

っ
た
。
外
国

企
業

が
国
内

に
設
航
し

た
子
会
社

に
五
年
以
上

の
直
接
投
資
形
態

の
長

期
借
款
を
許
容
す

る
よ
う
決
定
し

た
の

は
、
外
国
人
投
資
企
業

の
資
金
運

用
を
よ

り
簡
単

に
す

る
た
め

の
も

の
で
あ

る
.
五
年
以
上

の
長
期
借
款

の
許
容

は
、
改

正
法

で
は
当
初

施

設
財
購
入
用
だ
け

に
制
限

さ
れ
て

い
た
が
、
七
月
八

日
施
行
令
改

正
を
通

じ
て
七
月

一
四

日
か
ら

は
、
長
期
借
款

の
用
途
制

限
を
廃
止

(
播

)

し

て
運
転
資
金

お
よ

び
経
常
運
営
費
ま

で
も
含
め
る
。

政
府

は
、
昨
年
O

E
C
D
に
提
出
し

た
留
保
案

で
運
転
資
金
用
長
期
借
款

の
導

入

を
九
九
年
末

か
ら
許
容
し
よ
う
と
し

た
が
、

長
期
借
款
を
施
設
財
購
入
用
と
し

て
の
み
に
制

限
し
た
二
月

の
法
改
正
以
後
九
七
年
ヒ
半
期
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の
間

、

外

国

人

長

期

借

入

が

一
件

(韓
貨
、

一
四
億
ウ

ォ

ン
)

に
止

ま

る
な

ど

実

効

性

が
な

い
も

の
と
な

る

と
、

外

国

人

投

資

企

業

の
資

(
17

)

金
調
達
条
件
を
改
善
す

る
た
め
二
年
以
上
早
く
施
行
す
る
よ
う

に
し
た
。
長
期
借
款

の
導
入
限
度

は
、

子
会
社

に
対
す
る
既
存
投
資
金
額

以
内

に
制
限
し
、

こ
の
中

で
運
転
資
金

は
、
投
資
金
額

の
五
〇
%

と

一
干
万
ド

ル
と

の
う

ち
少
な

い
方

の
金
額

の
範
囲

で
活
用
す

る
よ
う

に
し

た
。

こ
の
よ
う
な

長
期
借
款
ま

で
含

め
る
概
念

の
拡

張
は
、
O
E
C
D
資
本
移
動
自
由
化
規
約

の
直
接
投
資
概
念
と

の
調
和

を
な
し

(
18

)

え

た

も

の

と

い
え

る

。

神奈川法学第32巻 第2号

の

外
国
人

の
国
内

企
業

既
存
株
式

の
取
得
許
容

改

正
法
第
八
条

で
は
、
外
国
人
が
国
内
企
業

の
既
存
株
式
を
取
得
す

る
こ
と
を
許
容

し

て
い
る
。

こ
れ
は
、
外
国
投
資
家

の
国

内
企
業

の
引
受

・
合
併

(M
&
A
)
を
許
容
す

る
も

の
で
、
大
変
画
期
的
な
措
置

と
し

て
受

け
入

れ
ら
れ

た
。

こ
れ

に
よ
り
国
際
間

の
引
受

.
合

併

が
国
内

に
お

い
て
も
行
わ

れ
る
も

の
と
期
待

さ
れ
る
。

た
だ
、
無
分
別
な
引
受

・
合
併

か
ら
国
民
経
済
を
保
護
す

る
た
め
に
①

当
該
企

業

の
理
事
会

の
同
意

に
よ
り
引
受

・
合
併

が
友

好
的
な
場
合

に

の
み
許
容

し
、
②

一
定

規
模
以

上

の
企
業

(資
産
総
額
が
二
兆
円
以
ヒ
)

の
場
合

に
外
国
人
投
資
家

に
よ
る
既
存
株
式

の
取
得

は
、
当
該
企
業

が
国
民
経
済

で
占

め
る
比
重
を
考
慮
し

て
財
経
院
長
官

と
主
務
部
長

官

と
協
議
し

て
許
容
可
否
を

決
定
す

る
。
し

か
し
、

こ
の
よ
う
な
個

別
審
査
対
象
企
業

の
場
合

に
も
外
国
八
投
資
持
分

が

一
五
%
未
満

で

最
大
株
主

の
地
位
を
取
得
す

る
場
合

で
な

い
時

に
は
そ

の
ま
ま
許

可
す

る

の
を
原
則

と
す

る
。
③

し
か
し
、
未
開
放
業
種

に

つ
い
て
は
新

株
取
得

の
場
合
と
同
じ
く
既
存
株
式

の
取
得
を
禁
止
す
る
。

勃

外
国
人
投
資
支
援
機
能
の
拡
大

㈹

①
笛

人
馨

企
業
に
対
す
る
工
場
敷
地
毒

拡
大

"
外
国
人
投
資
企
業
に
対
し
て
工
場
敷
地
支
援
を
拡
大
す
る
た
め

一
定
範
囲
の
企
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業
に
国
家
所
有
の
工
業
団
鍍

地
蕃

料
を
二
・
年
の
藷

内
で
笠
債

で
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
的
根
拠
を
備
か
磁
・
よ
り
詳
細
に

外
国

人
投
資
企
業

に
対
す

る
使

用
料

ま
た
は
賃
貸
料

の
減
免
率
を

み
る
と
、
ま
ず
、
外
国

人
企
業
専
用
団
地

の
土
地
に
入
居
し

た
外
国

人

企
業

に
投
資
金
額

が
二
千
万
ド

ル
以
上

で
あ

る
高

度
技
術
随
伴
事
業

で
あ
る
場
合
に
は
当
該

土
地
な

ど
の
使

用
料

ま
た
は
賃
貸
料

を
全
額

減
免
し
、
工
場
敷
地
を
無
償

で
提
供
す
る

こ
と

に
し
た
。
そ
し

て
、
投
資
金
額

が

一
億
ド

ル
以
上

で
製
造
業
を
経
営
し
よ
う

と
す

る
事
業

体

に
は
当
該
土
地
な

ど
の
使
用
料
ま
た
は
賃
貸
料

の
七
充
%
を
減
免
す

る
と
し
、
社
会
間
接
資
本

の
増
充
、
産
業
構
造

の
調
整
、

そ
し

て

地
方

自
治
団
体

の
財
政
自
立
な
ど
に
相
当
な
寄
与
を
す

る
事
業

と
し
て
財
経
院
長
官

が
外
国
人
投
資
委
貝
会

の
審
議

を
経

て
定

め
る
事
業

体

に
は
、
当
該
土
地

の
使

用
料

ま
た
は
賃
貸

料

の
ヒ
五
%
を
減
免
す

る

こ
と
に
し
た
。
そ
し

て
、
国
家
産
業
団
地

の
土
地
を
賃
貸
す

る
外

国

人
事
業
体

に
は
・
当
該

+
地
な

ど
の
使

用
料
ま
た
は
賃
貸
料

の
五
〇
%
を
滅
免
す

る

こ
と
に
掬

・

②
実
質
的
な

ワ

ン

・
ス
ト

ッ
プ

(o
器
-ω
8
巳

・
サ
ー

ビ
ス
体
制
構
築

n
九
五
年
六
月

に
外
国

人
投
資
誘

致

セ

ン
タ
ー
を
設
立
し

た

が
、

本
改

正
法

で
は
外
国
人
投
資
誘
致
綜
合
支
援
室

を
拡
大
改
編
し
、
外
国

人
投
資

に
対
す

る
各

種

の
行
政
的

サ
ー

ビ

ス
を
包

括
的

に
支
援
す

る
よ
う

に
し

た
。
ま
た
、
中
央

の
外
国
人
投
資
綜
合
支
援
室

と
地
方

の
外
国
人
投
資
振
興
官
室

と

の
連
結
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り

外
国

人
投
資
関
連
業
務

の
効
率
性
を
向
上
さ

せ
た
。

こ
れ
に
よ

り
外
国
人
投
資
家
は
、
総
合
支
援
室
ま

た
は
投
資
振
興
官
室

の
中

の

一
個

魂

け
を
相
手
に
し
、

そ

こ
で
は

一
括
的
に
行
政
霧

を
処
理
す

る
こ
と
に
よ
り
実
質
的

な
ワ

ン

.
ス
し

プ

.
サ
ー

ビ

ス
体
制

を
肇

し
た
。

こ
の
よ
う
な

ワ

ン

.
ス
ト

ッ
プ

・
サ
ー

ビ
ス
体
制

は
、
各

種

の
行
政
規
制

に
よ
り
企
業
活
動
が
難

し

い
国

と

い
う
認
識
を
転
換

さ

せ
る

に
充
分
な
も

の
と
し

て
実
質
的
な
包
括
的

サ
ー

ビ

ス
体
制

で
あ

る
。

㈹

工
場
設
立
と
関
連

し
た
出
願
自
動
承
認
期
閥
を
短
縮

し
た
。
複
合
出
願
事
務

で
あ

る
場
合
に
は
過
去

の
四
五

日
か
ら
三
〇

日
に
、
軽

(
22

)

微
な
出
願
事
務

で
あ

る
場
合

は
過
去

一
五

日
か
ら

一
〇
H
に
短
縮
し

た
。

こ
の
よ
う

に
出

願
自
動
承
認
期
間
を
短
縮

し
て
工
場
設
立
関
連

認
許

可
を
大
幅

に
簡
素
化
し

た
。
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〈表2>租 税減免対 象企 業の減免期 間および比率

高度技術随伴事業 輸出自由地域入居事業

外国人投資企業の ①事業開始後最初所得発生年 ①事業開始 日が属する年

法人税 ・所得税 度から5年:免 除 度 お よびその次の3年=

② その次 の3年 二50%減 免 免除

② その次の2年 二50%減

免

外国人投資家の配 ①最初所得発生年度から5 ①事業開始年度およびそ

当金に対する法人 年=免 除 の 次 の5年 間:50%減 免

税 ・所得税 ② その次の3年 二50%減 免

所 得 税 ・財 産 税 ・ ①最初所得発生年度から5年 ① 事業 開始 日か ら5年

総合土地税 問:免 除 間:50%減 免

②その次の3年:5G%減 免

関税 ・特別消 費税 免除 50%減 免

・付 加価値税
1

㈲
外
国

人
投
資
委
員
会

の
新
設

日
外
国

人
投
資

に
対
す

る
政
策
審
議

機
能

を
強
化
す

る
た
め
既
存

の
外
資
事
業
審
議
委
員
会
を
廃
止
し
、
外

国
人
投
資
委
員
会
を
新
設

し
た
。
本
委
員
会
は
、
財
経
院
長
官
諮
問
機

関

と
し

て
、
外
国
入
投
資

な
ど
外
資
導
入

に
関
す

る
基
本

政
策
と
制
度

に
関

す

る
重
要

事
項
、
外
国

人
投

資
環

境

の
改
善

に
関

す

る
重

要

騨

項
、
外
国

人
投
資
企
業

の
租
税
減
免
基
準

に
関
す
る
事

項
、
外
国
人
投

資

と
関
連

し
て
中
央
行
政
機
関

お
よ

び
市
、
道
間

の
協

調
お
よ
び
意
見

調
整

に
関
す

る
事
項
、
外
国
人
投
資
誘
致

の
た
め
に
必
要
な
支
援
方
策

(
23

)

の
決
定

に
関

す

る
事

項

な

ど
を

審
議

、
調

整
す

る
。

の

租
税
減
免
制
度

の
拡
大

本
改
正
法

で
は
租
税
減
免
対
象
を
大
幅

に
増
大
し
た
。
首
都
圏
外

の

地
域

お
よ

び
指
定

さ
れ

た
誘
致

地
域

に
工
場
施

設
を
設

置

・
運
営
す

る

高
度
技
術

を
随
伴
す

る
外
国

人
投
資
と
輸
出
自
由
地
域
に
入
居
し

た
外

国

人
投

資

に
対

し

て
租
税

減
免

が
行

わ
れ

る
。
も

っ
と
明
確

に

い
え

ば
、
ω
租
税

減
免
対
象
高
度
技
術
事
業
と
し

て
指
定

さ
れ
た
製
品

の
生

産

に
直
接
必
要
と
さ
れ
る
技
術
を
提
供
す

る
か
、
同
技
術
を
利

用
す

る

事
業

に
資
本
を
投
資
す

る
場
A
口
、
②
国
民
経
済

に
対
す

る
経
済
的
ま
た
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は
技
術
的
波
及
効
果

が
大
き
く
、
産
業
構
造

の
高
度
化
と
産
業
競
争

力
強
化

に
緊
要
な
技
術

の
場
合
、
㈹
国
内

に
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
た

日

(該
当
技
術
を
随
伴
す
る
外
国
人
投
資

の
申
告
受
理
日
ま
た
は
技
術
導
入
契
約

の
申
告
受
理
旦

か
ら
三
年

が
経
過
し

て

い
な

い
技
術

で
あ

る
か
、
三
年

が
経
過
し

た
技

術
で
あ

っ
て
も
す

で
に
導

入
さ

れ
た
技
術

よ
り
経
済

的
効
果
や
技
術
的

性
能

が
卓
越
し

た
技
術

で
あ

る
場

[
24

・

合
、
㈲
該
当
技
術

が
必
要

と
さ
れ

る
工
程
ま
た
は
該
当
サ
ー

ビ

ス
の
大
部
分

が
国
内

で
行
わ
れ
る
場
合

で
あ

る
。
租
税
減
免
対
象
企
業

の

{
25

〆

減

免

期

間

お
よ

び

比

率

は

〈
表

2
>

の
と

お

り

で
あ

る
。

力

技
術
導
入

の
実
質
的
自
由
化

先
進
技
術

の
導

入
を
増
大
す

る
た
め

に
技
術
導

入
を
実
質
的

に
自
由
化
し
た
。

ま
ず
、
技
術
導
入
契
約

の
申
告
対
象

を
租
税
免
除
対
象

へ
26

"

技
術
、
航
空
機

お
よ
び
宇
宙
飛
行
体
関

連
技
術
、
防
衛
産
業
関
連
技

術
に
限
定

し
た
。
申
告
さ
れ

た
技
術

は
、
外
国
人
投
資
委
員
会

で

一

定

の
基
準

の
下

で
審
議
を
経

る
こ
と
に
な
る
。
外
国

人
投
資
委
員
会

の
技
術
導

入
審
議
基
準

は
、
ω
国

民
経
済

に
対
す
る
経
済
的

ま
た
は

技
術
的
波
及
効
果

が
大
き
く
産
業
構
造

の
高
度
化

と
産
業
競
争

力
強
化

に
緊
要

な
技
術
、
②
国
内

に
最
初

に
導

入
さ
れ
た
日
か
ら
三
年

が

経
過
し

て
い
な

い
か
、
三
年

が
経
過
し

た
技
術

で
あ

っ
て
も
す

で
に
導
人
さ
れ
た
技
術

よ
り
経
済
的
効
果

お
よ
び
技
術
的
性
能

が
屯
越
し

(
27

)

た
技
術

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
審
議

過
程
を
経
た
技
術

は
技
術
導
入
代
価

に
対

し
て
法

人
税

お
よ

び
所
得
税

が
五
年
間
免
除
さ
れ
る
。

そ
し

て
従
来

「
外
資
導
入
法
」
上

に
明
示
さ
れ
て

い
る
申
告

さ
れ
た
技
術
導

入
契

約
に
対
す

る
申
告
受
理
禁

止
基
準

は
、
今
や
現
実
的

(
28

㌔

に
実

効

性

が
な

い
と

い
う

判

断

の
下

で
廃

止

し

た
。

そ
し

て
、

技

術

導

入
契

約

の
申

告
受

理
期

間

を

大

幅

に
短
縮

し

た
。

申

告

受

理

期
間

は
、

従

来

の

一
〇

日

(租
税
免

除
申
請
と
並
行
す

る
場
合

に
は
こ
〇

旦

、

あ

る

い
は

、

や

む

を
得

な

い
場

合

一
五

日

(租
税

免
除
申
請

と
並

(
29

㌔

行
す
る
場
合
に
は
三
〇
旦

か
ら
租
税
免
除
申
請
を
含

め
て

一
〇

日
、
そ
し

て
や
む
を
得

な

い
場
合

に
は
二
〇
日

に
短
縮
し

た
。
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〈表3>外 国人 投 資 年度 別現 況

1953 ユ994 1995 1996 1997.1月q月

金額 1,044

(16.8%)

1,317

×26.2)

1,94!

(47,4)

3,203

(65.0)

3,687

(586.6)(1/

注:(1)昨 年 同期 対 比増 加 率 で あ る。

*括 弧 の 内 は増 加 率 で あ る。

出所:財 経 院 『`97.1-4月 中外 国 人投 資動 向』-1997.5.26.

五

外
国
人
投
資
法
改
正
の
特
徴

今
ま

で

「
外
国

人
投
資

お
よ
び
外
資
導
入

に
関
す
る
法
律
」

の
改

正
内
容

に

つ
い
て
み
た
。
本
改
正
法

の
特
徴

は
、
概
ね
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
外
資
導

入
を
原
則
的

に
自
由
化

し
た
。

こ
れ
は
、
前

述
し
た

よ
う

に
、
投
資
主
体

と
資
金
調
達

の
役
割
が
国
家

か
ら
民
間

へ
と
移
行
し
た

こ
と
を
意
昧
す
る
。

こ
の
よ

う

に
な

っ
た

の
は
、
韓
国
経
済

の
構
造
変
化

の
結
果
、
経
済

に
対
す

る
国
家

の
介
入

が
今
や
非
効
率
的

に

な

っ
た

こ
と
を
意
味
す

る
。

こ
の
よ
う
な
側

面
と
と
も

に
韓
国

経
済

の
対
外
的
位
相

の
強
化
も

こ
れ

に
影

響

を
与
え

た
。
O

E
C
D

へ
の
加
入

に
よ
り
、

こ
れ
以
上

経
済

に
対
す

る
国
家

の
介

入

は
不

可
能

に
な

り
、
市
場

の
力
を
強
化
し
な
け

れ
ば
な

ら
な
く
な

っ
た
の
で
あ

る
。
従

っ
て
、
外
資
導

入

の
自
由
化

の
幅

を
画
期
的

に
拡
大
さ

せ
た

の
は
、

こ
の
よ
う
な
対
内
的
要
因

と
対
外
的
要
因
が
結
合

さ
れ
た
結
果
な

の
で

あ

る
。

②

外
資
導
入
を
促
進
す

る
た
め
に
外
国

人
投
資
企
業

に
対
し

て
誘
引
策
を
極
大
化
し
た
。

政
府

の
介

入

が
こ
れ
以
上
不
可
能

に
な

る
と
、
外
資
導

入

の
誘
因
を
制
度
化
し
た

の
で
あ

る
。
外
国

人
投
資

は
、
先

の
八
八
年
を
頂
点

と
し

て
継
続
的

に
鈍
化

し
て
き
て
、
九
四
年

の

「
外
資
導

入
法
」

の
改

正
に
よ
り
外
国

人
投
資
業

種
拡
大
お
よ

び
投
資
手
続
簡
素
化

の
措
置

が
取
ら
れ
た
以
後
増
加

に
反
転

し
た
。
し

か
し
、

こ

の
よ
う

な
増
加

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
先
進
国

は
勿
論
、
中
国
、

シ

ン
ガ
ポ
ー

ル
、

マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
に
も

及
ぼ
な

い
水
準

で
あ

る
。

外
資
導
入

は
、
そ
れ
自
体

で
先
進
技
術

の
移
転
お
よ
び
産
業
構
造

の
高
度
化
な

ど
経
済
的
効
果

が
大
き
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い
の
み
で
な
く
、
九
〇
年
代

の
始

め
か
、b
急
増

し

て

い
る
国
内

企
業

の
海
外

直
接
投

資
に
対
応
し

て
、
国
内

の
肇

空
洞
化
を
防
止

で
き

る
利

占
{が
あ
る
.

現
在
、
笛

に
対
す

る
外
国
人
馨

が
低
調
な
理
由

と
し

て
は
、
借
款
形
態

の
外
資
受

が
選
好
さ
れ
・
南
北
関
係
悪

化

に
と
も
な
、つ
投
資
不
安
感

が
常

に
存
在
す

る

こ
と
、
工
場

設
立
許

認
享

続

の
複
雑
性

お
よ
び
透

明
性

の
欠
如

・
高
電

構
造

に
よ

る

企
業
環

境

の
悪
化

な
ど
が
指
摘

さ
れ
る
.
従

っ
て
、
本
法
改

正
で
は
、
禺

企
業

が
経
篠

の
移
譲
に
き
わ
め
て
敏
感

で
あ
り
・
借
款
形

態

の
外
資
葵

キ
選

好
す
る

と

い
・つ
占
{を
憲

し

て
、
"
持
続
的

な
経
営
関

係
を
樹

立
す

る
目
的

で
・
株
式
ま

た
は
持
分
を
所
有
す

る

こ

と
"

と
定
義

し
、
国
内

企
業

の
新
株

だ
け

で
な
臨

存
株
式

の
取
得
ま

で
も
馨

し

た
.
ま
た
、
各

種
行

政
規
制

の
撤
廃

に
関

し
て
は
・

外
国

人
投
資

を
積
極

的

に
嚢

す

る
た
め
、
国

内
企
業

が
む
し
ろ
逆
差

別

で
あ

る
と
感
じ

る
桿
度

の
藷

誘

裂

を
提

示
し

た
・
従

っ

て
、

法

改

正
以
後

、
外

国

人
投

資

は
急

激

な

増

加

を

み

せ

て

い
る
。

㈹

本
改

正
法

は
、
現
♂

E
C
D

で
鶉

さ
れ

て

い
る
多

周

投

資
協
{疋

(M
塾

に
対
応

し
た
も

の
で
も

あ
る
・

M
A
-
は
・

編.同
い
水
準

の
馨

畠

化
、
拘
束
力

が
あ

る
紛
争

解
撃

続
な

ど
を
特
徴

と
し

て
お
り
、
国

内
的

に
は
競
争

が
促
進
さ
れ
・
企
業
体
質
を

改
善
さ

せ
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
投
資
畠

化

を
通
じ

て
外
国

人
投
資

を
促
進

さ
せ
登

)
と
も

で
き
・
禺

企

業

の
海
外
馨

を
保
護

で

き

る
利
占
{が
あ

る
反
面
、
国
内
璽

に
対
す

る
競
争
雰

が
増
大
し
競
争

力

が
脆
弱
な
業
種

に

つ
い
て
は
、
深
刻
な
影
響

力
を
与
え

る
欠

占
{が
あ

る
.
。
E
C
D

の
加

人
お
よ

び
今
回

の
法
整

を
通
じ

て
、
現
在
笛

の
投
奮

由
化
率

は
七

西

%

に
達
す

る
な

ど
相
当

に

高

い
水
準

の
畠

化
を
実
現
し

て

い
る
た
め
、
追
加
的
な
畠

化
圧
力

は
大
脊

は
な
ら
な

い
だ
ろ
う

が
・
中
小
企
蕎

有
叢

な

ど
競

争

力

が
脆
弱
な
部
門

で
は
大
き
な
打
撃

を
受
け

る
も

の
と
チ
想

さ
れ
る
・

六

結

論

投

資
畠

化

は
、
経
済

の
畠

化
、
即
ち
、
市
場

を
強
化
し
よ
う

と
す

る
世
界
的
潮
流

璽

環

で
あ

る
ご

」
の
よ
う
な
鼻

的
潮
流
と
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国

内
的
圧
力

で
・
韓
国

政
府
は
・
ネ

ニ

九
九
七
年

)
二
月

、
外
資
導

入
法

の
画
期
的

な
改
正
を
し
た
.
本
法
改

正
を
通
じ

て
韓
国

の

外
国

人
投
資
畠

化

は
・
国
際
規
範

箱

応
す

る
よ
う
高

い
水
準
を
達

成
し
、
来

る
多

国
間
投
資
協
定

に
対
し

て
も
相
当

程
度

の
対
応
策

を
備
え
た
・

ま
た
・

。
E
C
D
二
大
規
約

に
対
す

る
畠

化

日
程

に
従

っ
て
外
国

人
投
資

の
み
で
富

、

こ
れ
か
ら
も
追
加
的

な
盟

が

な

さ
れ
る
予
定

で
あ

る
・

こ
の
よ
う
な
自

由
化
、
開
放
化
は
、
国

内
資
本

の
競
争

力
を
よ
り
強
化

さ
せ
韓
黒

済
を
は
る
か
に
先

進
的
な

様

相

に
変
化

さ
せ
る
よ

い
契
機

に
な

り
う

る
.
そ
し

て
、
本
法
改

正
は
、
笛

人
投
資
制
度

を
先
進
的
な
も

の
に
な
し
、つ
る
画
期
的
な
措

置

で
あ

る
・
し
か
し
・

こ
の
よ
う

な
法
制
度

の
畠

化

に
お

い
て
、

マ

つ
か
薦

す

べ
き
現
実
経
済
的

な
面
が
存
在
す
る
.

D

笛

入
投
資
誘
引
を
あ
ま
り

に
も
強
調
し

た
結
果
、
本
改
正
法

で
は
、
国

内
企
業

が
む
し
ろ
逆
差

別
を
感

じ
る
程
度

に
強
力
な
誘

引

策

を

含

め

て

い
る
・

過

去
、

外

国

人

投

資

家

に
よ

る
韓

国

へ
の
投

資

を

妨

げ

る
要

因

で
あ

っ
た
高

費

用

経

済

構

造

は
、

同

じ

よ
、つ
に
国

内
企
業

に
も
不
利
な
環
境
と
し

て
作
用
す

る
.
禺

象

に
対
す

る
行

政
規
制

の
緩
和
、
撤
廃
も
相
当

に
行

わ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
各

種

世
論
調
査
を

み
れ
ば
行
窺

制

の
緩
和
、
撤
廃

は
未
完

の
ま
ま

で
あ

る
.

こ
れ
か
ら
進

行
す

る
M
全

で
は
、
外
国

人
投
資

に
対
し

て

内
国
民
待

遇
を
原

則
と
す

る
・

こ
の
よ
　
な

状
況
で
、
外
国
企
業

と
同
等
な
競
争
窒

り

ひ
ろ
げ
る
よ
、つ
、
禺

傘

に
向
け
ら

れ
る
行

政
規
制
も
画
期
的

に
改
善
さ
れ
る

べ
き

で
あ

る
。

②

過
去
・
韓
国
政
府

は
・
外
資
受

に
対
し

て
規
制
を
強
調
し

て
き

た
が
、
最
近

に
な

っ
て
畠

化

へ
と
旋

回
し
た
.
過
去
、
鵠

政
府

が
外
資
導

入

に
対
し

て
消
極
的

で
あ

っ
た

の
は
、
韓
国
経
済

の
発
展

に
お

い
て
国
内
栗

を
忠

と
す

る
経
済
発
展
戦
略
を
樹
立
し

た
た
め
で
あ

る
・
外
資

は
・
韓
国
経
済

に
投
霧

因

が
富

な
れ
ば

い
つ
で
も
撤
退

さ
れ
、つ
る
委

定
性
を
も

っ
て

い
る
た
め
、
経
済
発

展

に
お

い
て
禺

資
本

が
毒

権
を
握

り
、
外
資

は

こ
れ
を
補
充
す

る
役
割
を
果
す

べ
き

で
あ
る
と

い
・つ
論
理

で
あ

っ
た
.
し

か
し
、
最

近
・
畠

化
饗

に
よ
り
外

資
流
入
が
大
幅

に
増
加
し
た
.
従

っ
て
、
韓
国
経
済
発
展
戦
略

と
流
入
さ
れ
た
外
資

が
互

い
に
相
互
衝
突
関

係

を
も

つ
側
面
も
存

在
す

る
.
言
わ
ば
、
外
国
人
投
資

が
急

増
す

る
場
合
、
通
貨
供

給

の
増
加

に
よ
り
イ

ン
フ
レ
圧
力

が
強
く
な
る

で
あ



(2s3}

ろ
う
。
勿
論
、

こ
の
よ
う
な
理
由

で
自
由
化

の
水
準
を
低
下
さ

せ
る
べ
き

で
は
な

か
ろ
う

が
・
政
府

は
・

相

互
衝
突

が
発
生
す

る
場
A
口
、

こ
れ
を
調

整
す

る
政
策
手

段
を
確
保

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
だ
ろ
う

・

自
由
化
と
国
内
経
済
調
整
間

に
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注
(-
難

懸

梅

礁

蘇

鱗

棚
一八
ト
四
鰐

髪

継

九
九
七
年
二
月
百

の
改
正
を
通
じ
て
「外
国
人
投
資
至

び
外

(2
)

「
外
国
人
投
資

お
よ

び
外
資
導
人

に
関

す
る
法
律

し
第
二
条

三

の
二
参

照
・

(
3
)

ω
》

鼠

戸

ミ

§

;

§

、魯
ミ

ミ
"
【
。
§

離
』

雪

δ
。・
曇

導

①
・

(4
)

こ
の
地
域

に
流
入
さ
れ
た
外

資
は
、

そ

の
具
体
的

形
態
、
国
民

経
済

に
占

め
る
比
重

の
程
度
、
国
内
棄

と

の
関
係

な
ど
に
よ
り
経
済
誕

に
お

い
て

の
n毒

的
な

い
し
副
次
的
役
割
藁

た
し

た
.
し

か
し
、
外
資

が
こ
の
地
域

の
国
家

の
経
済
発
展

に
藷

で
き
な

い
影
響
を
及

ぼ
し
た
点

は
否
認

で
き
な

い
、
東
τ

ン
ア
ζ

フ
一ア
ン

.
ア
メ
リ
カ
新
興
工
蕎

の
経
済
発
展
と
外
資
と
の
開
係

の
比
辮

究
と
し
て
は
、
ω
梓Φ
量

爵

異

ミ

ぎ

吻
§

趣
.口鞭

繋

訟

浴

讐

鳶

醗

.砥
需

督
ミ
翫・・、義
・、蹄
篤亮

6
.・
・
味議
霧

(朴
健
榮

姜
文
冬

梁
倍
絃
欝

辺
部
か
崇

麗
篠

灘
瀬
零

霧

蝶礎

繋
彗

馨
雛

羅

⑱農

竪

(
7
)

O
E
C
D
加
入
と
関
連
し
た
註
要

日
程
は
次

の
と
お
り
で
あ

る
・

一
九

八
二
年

O
E
C
D
理
事
会
直
属
造
船
作
業
班
専
門
家
会
議
参
加

一
九
八
八
年

ア
メ
リ

カ
、

日
本

、
E
C
な
ど
韓
圏

の
O
E
C
D
加
人
勧
誘

…
九
八
九
年

O
E
C
D
事
務
総
長
、
韓
国

を
O
E
C
D
会
員
国
侯
補

と
し

て
公
式
註
及

一
九
几

…
年
韓
国

政
府
、
加
入
意
思
を
初

め
て
公
式
表
明

充

瓦
二
年
鶴

政
府
、
加
入
逡

決
定
、
・
E
C
D
閣
僚
理
妻

、
蕎

加
入
協
議
お
よ
び
事
務
婁

・
鍋

加
入
鶏

の
意
嚢

明
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(
9
)

〈表〉 二大自由化規約受諾率比較

経常貿易外取引自由化規約 資本移動自由化規約

OECD平 均 88%(57個 項 目中7個 留保) 89%(91個 項 目中10イ固留 イ呆)

韓国 81%(57イ 固項 【1中11イ固留 イ呆) 55%(9ユ 個項 目中41個 留保)

メキ シ コ 75%(57イ 固」1「{目叫114イ固留 で呆) 71%(91イ 固項[i中26イ 固留イ呆)

チ ェ コ 82%〔57個 項 目中10個 留保) 65%(91イ 固∫頁目中32個 」留{呆)

ハ ン ガ リー一 81%(57個 項lj中11個 留保) 58%(91個 ∫頁目中38イ固留イ呆)

ポ ー ラ ン ド 79%(57個 項 口中12個 昏翌保) 56%(91個 項}1中40個 留保)

.
外

充

九

三
年
資
本
移

動
お

よ
び
経
常
貿
易
外

取
引
委
員
会

(?

M
T
)

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
資

格

聯

講

九
四
　

讐

お
よ
び
　

ー

女員
ー

M
E
;

ー

↑

ー

尉

孫

O
E
C
D
、
韓
国
政
府
に
加
入
時
期
お
よ
び
日
程
通
報
要
請

贈

充

九
五
年
・
E
C
D
加
入
曳

硝
圭
、
正
式
提
出

一
九
九
六
年

一
〇
月

一
一
日
O
E
C
D
正
式

加
入

け

度

　

　

8
)

最
近
発
表

さ
れ
た
年
度

別
自
由
化
計
画

は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

無

弱

紫

D
冗

几
七
年
三

旦

①
外
国
人
株
式
馨

総
額
限
度
を
壬

.%
に
引
き
ヒ
げ
、
②
中
小
企

織

鱗

灘

騰

鱗

続
鉱

針
ザ
瀦

ボ
総

剛
鍛

憤
譲

闘

構

離

膿

紛

醐

舳
耀

社
に
対
す
る
外
国
人
投
琵

率

(五
・
%
未
満
)
廃
止
、
⑥
既
存
投
資
諮
問
社
に
対
す
る
外

酬
柚

⑩

国
人
投
資
天

虫,
り
投
箆

率

二
〇
%
以
内
屍

止

④

一
九
九

八
年

一
二
月

"
①
外
国

人
株
式
投
資

総
額
限
度
を

二
六
%

に
引

き
上
げ
、
②
大

企
業

鼎

脳
鋸

欝
驚
繍
鑑
麟
辮
難
簾ガ紬鰭
難
欝
欝

糊

識

型

九
九
九
年

三

旦

①
外
国
人
株
式
投
資
総
額
限
度
を
二
九
%
に
引
き
上
げ
、
②
大
企
業

糠

経

無
保
証
長
期
債
許
容
、
③
海
外
馨

発
行
限
度
廃
止
お
よ
び
発
行
要
件
緩
和
、
④
大
企
華

レ

料

支
給
輸
入
期
間

一
八
〇
日
に
拡
大

注

資

の
二
。
。
。
年

三

旦

①
外
国
人
株
式
投
資
総
額
限
度
撤
廃
お
よ
び

天

当
り
投
資
限
度
を

一
〇
%

に
引
き
L
げ
、
②
外
国
人
投
資

の
受
益
証
券
買
収
限
度
撤
廃
。

よ
り
仔
細

に
は
財
経
院
、

『
O

E
C
D
加
入
効
果
と
今
後

の
対
応
課
題
』
、

死

九
六

。
6

.
三

参

照
.

　

ラ

O
E
C
D
加
盟
国
間
二
大
自
由
化
規
約
受
諾
率
を
比
較
し
て

み
れ
ば
右
上
俵

の
と
お
り
で
あ

る
、
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(即

A.
回

の
不
況
が
纂

的
危
機
な
の
か
、
さ
も
な
け
れ
繕

造
的
縫

な
の
か
に
関
す
ゑ

珊
象

あ

っ
た
・
循
環
的
儀

を
藷

す
る
立
場
は
循
講

不

汚
に
半
濃

価
格
暴
落
が
加
わ

っ
て
そ
の
溝
が
琴

な

・
た
と

い
う
主
張
で
脅

、
構
造
的
磯

を
強
調
す
る
立
場
は
鵠

経
済

の
高
費
用
経
纏

造
に

よ
り
循
環
的
不
況
が
崔

さ
れ
た
と
い
・つ
、叢

で
あ
る
.
し
か
し
、
前
者
の
嚢

に
お

い
て
も
嚢

用
経
済
撞

旭
の
弊
害
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
の

鱗

㌶

雛

聾
繍

縫

鶴
鰍
構
誕

影

鍵

燥

講

縁

撒
耗

鄭
建
和
.金
相
・.、
肌新
経

(u
)な
難

難

護

媒

鴛

る
.
「こ
の
法
は
、
外
国
人
投
資
な
・。外
資
を
効
果
的
に
誘
致
、
保
讐

こ
ピ
に
よ
,
て
国
癖

馨

(毘)合継
縫
磐

戴

嫉

靱購

次謀
鞍
法鮮
輝
馨

難
輔
鞘薮
稽
叢

雛

馨

鞍

れ鍵

.肌撫

羅

難

羅

費

饗

凱
議

懸
擁

ガ鱒

保
全

に
害
を
争

え
る
妻

(瑳

汚
染
夕
も

た
ら
す
危
険
妻

、
そ
の
他
に
財
政
欝

院
替

が
・霧

部
書

と
協
議

選

定
し
て
告
示
す
る
妻

)
・

粥繋

編韓

藷
購
購舗
鱗
繋

繰

鐵
糧鵡
難

欝

(B
)放
隷
髪

難

懸

磯

鰐

叫
鐸

縫

緯

騨

鯉
羅

は
鰻

裟

鯵
ボ

い影

膠

額

鰻

鱗

雛
錐

雛

慧
難

矯

欝
轄
臆環
境
保
全
・、nをケ
え
る
・、
ー
は、
養

俗
に響

(14
)

へ
171615

「
外
資
導
入
法
」
第
ヒ
条
参
照
。

哨
外
国

人
投
資
お
よ

び
外
資
導
入

に
関
す

る
法
律

」
第

七
条
参

照
。

毎

日
経
済
新
聞
、

…
九
九
ヒ
年
七
月
九
日
二
面
。

し
か
し
、
財
経
院
は
、
長
期
借
禁

不
動
産
投
讐

封
」正
常
姦

臨葉

翻

と
無
関
係
な
用
途
に
嬬

さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
財
経
院
昏

告
示
を
通
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∴
艦
猫
綴
欝
嘱
翫
糠
懲
嚥
灘
窺
鍬
鑛
鰻
譲
韓
露
縫
胴叛
蹉

『外

資

導

入

法

改

正

案

主

要

内

容

』
、

一
九

九

六

.
八

.

.
一三

参

照

。

(璽

界

国

人
投
資

お
よ

び
外
資
導
入

に
開
す

る
法
律
L
第

一
七
条

の
三
参
照
.

(
2・
)

「
外
国
人
投
資
お
よ
び
外
資
導

入
に
関
す

る
法
律

」
施
行
傘

二
〇
条

の
、二
参
照
.

評
灘
蝋
難
鰯
灘
齢
撫
織
簾
鵜
痢謙
搬
響

施
行
令
二
〇
条

の

一
〇
参
照
.

へ圃編
総
嘱
羅
辮
灘
嫌
欝
鱗

鷺

編

縫
購

葬
国
醜

鰹
饗

籔

難

廓

爆

第

四
条
夷

七
ー

び
羅

行
令
第
三
条
-
第
兀
条
参
照

(簗

「外
国
入
投
資
お
よ
び
外
資
導
入
に
関
す
る
法
律
」
施
行
令
第
二
四
条
参
照
.

魏
の撫

欝

糠
灘

磯
繋

繍
朔麟
範

無

無

無
,...唇.

　曝

灘

態
撫

灘
辮

欝

疑

誕
雛

難
纏
蒸

鼓
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求
が
提
起
さ
れ
た
、
こ
れ
は
、
。
E
c
D
の
二
大
規
約

の
畠

化
毒

を
整

る
整

協
定
で
あ
り
・
法
律
的
拘
束
力
を
持

つ
た
め
・
契

の
た
め
に
は

国
ムム
批
准
か
必
要

で
あ
る
.
M
A
-
は
、
投
資
を
有
形

・
無
形
の
全
て
の
譲

と
定
義
し
て
、
投
資
の
範
囲
が
大
変
包
括
的
で
あ
り
丙

国
民
慧

と
最

由
菌

待
遇
を
拘
束
的
な
霧

を
規
定
し
て
お
り
、
高
い
水
準

の
馨

吊

化
を
誘
書

、
拘
束
的
な
馨

解
決
手
続
を
そ
の
特
徴
と
し
て
い
る
・
現
在
・

簿

縮

鴛

磯

鯉

て
一、賄
縫

渉

〔協
商
旨
が
進
行
中
で
あ
る
。
-
り
仔
細
に
は
、
財
経
院

『多
鯉

藁

協
鍵

状
況
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